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健康友の会みみはら2015年10月会員数（世帯数）
会員数 36 , 151 （前月比）＋ 251
郵　送 8 ,813 （前月比）＋ 177
手配り 25 , 102 （前月比）＋ 64

協同基金到達額 2,441,636,000円（10/31現在）
 ［前月比 7,027,000減］
協同基金出資者数 12,469名（10/31現在）
いのちを守る助け合い募金額 1,689円（10/1～31）

　

我
が
家
の
玄

関
か
ら
１
０
０

歩
の
と
こ
ろ
に

守
屋
池
が
あ

る
。
き
ょ
う
、

昼
前
に
「
バ

ン
」
を
見
た
。

く
ち
ば
し
が
赤
く
て
つ
や
が

あ
る
。
黒
い
水
鳥
で
ム
ク
ド

リ
く
ら
い
の
大
き
さ
か
な
？

首
を
前
後
に
く
っ
く
っ
と
動

か
し
な
が
ら
泳
い
で
い
た
。

４
、
５
日
前
に
は
カ
ワ
セ
ミ

が
飛
ん
で
い
る
の
を
み
た
。

背
中
が
青
緑
に
光
り
美
し
か

っ
た
。
15
分
ほ
ど
歩
く
と
神

野
公
園
が
あ
り
、
そ
こ
の
池

で
も
背
中
を
青
緑
に
光
ら
せ

て
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
。

ア
オ
サ
ギ
も
来
る
し
、
マ
ガ

モ
、
鵜
も
く
る
。
私
た
ち
が

守
屋
池
の
そ
ば
に
引
っ
越
し

て
き
て
か
ら
27
年
。
引
っ
越

し
て
２
年
く
ら
い
の
と
き
、

氾
濫
す
る
百
済
川
を
拡
幅

し
、
そ
の
土
砂
で
守
屋
池
を

埋
め
立
て
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
。
近
隣
が
反

対
し
て
自
治
会
に
訴
え
池
が

残
っ
た
。
池
の
ま
わ
り
に
自

然
が
残
り
、
近
場
の
よ
い
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
い
ま
私
た
ち
の
自

治
会
は
自
治
会
館
を
地
域
の

財
産
と
し
て
取
り
戻
す
為
に

裁
判
を
し
て
い
る
。
進
捗
状

況
を
各
家
に
配
っ
て
く
だ
さ

る
の
で
、
裁
判
の
行
方
を
見

守
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
よ
う

だ
。
中
心
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
深
く

感
謝
し
て
い
る
▼
秋
晴
れ
の

日
曜
日
、
木
枯
ら
し
一
号
が

吹
く
中
、
大
和
三
山
巡
り
の

ハ
イ
キ
ン
グ
に
い
っ
た
。
藤

原
京
址
を
さ
し
て
歩
く
道
す

が
ら
、
水
路
に
ア
メ
ン
ボ
。

カ
ラ
ス
ウ
リ
が
真
っ
赤

（
♪
）。 

（
山
上
佳
代
子
）

　

旧
病
院
の
解
体
工
事
も
終
わ
り
、
10
月
15
日
か
ら
２
期
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
協
和
薬
局
、
高
砂
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

同
仁
会
グ
ル
ー
プ
と
健
康
友
の
会
み
み
は
ら
は
、
３
つ
の
竣
工
を
祝
う
「
耳
原
総
合
病
院
エ
リ

ア
・
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
つ
り
」
を
、
５
月
15
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

日比谷野外音楽堂で
開かれた集会　　　

グランドオープンにむけ工事がすすんでいます

　

社
会
保
障
の
充
実
や
医
師

・
看
護
師
・
看
護
職
員
の
大

幅
増
員
と
待
遇
改
善
・
戦
争

法
ス
ト
ッ
プ
な
ど
を
求
め
て

全
国
か
ら
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
に
３
５
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
会
場
は
明
る
く
元

気
な
「
許
さ
な
い
ぞ
」
の
声

に
満
ち
て
お
り
、
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

精
神
科
医
で
立
教
大
学
教

授
の
香
山
リ
カ
さ
ん
も
ス
ピ

ー
チ
さ
れ
「
Ｔ
Ｖ
に
で
る
と

政
治
的
発
言
だ
と
批
判
す
る

人
が
居
る
が
、
医
師
と
し
て

人
間
と
し
て
当
然
の
こ
と

だ
」「
こ
の
戦
い
は
長
く
か

か
る
が
、
折
れ
る
ほ
ど
頑
張

ら
な
い
で
」
と
精
神
科
医
ら

し
く
、
さ
わ
や
か
で
切
れ
味

が
心
地
よ
い
お
話
で
し
た
。

　

こ
の
後
デ
モ
行
進
と
な

り
、
銀
座
数
寄
屋
橋
交
差
点

を
通
り
東
京
駅
を
過
ぎ
た
と

こ
ろ
ま
で
「
い
の
ち
を
ま
も

れ
」
の
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ

て
歩
き
ま
し
た
。
参
加
で
き

な
い
仲
間
た
ち
を
想
い
な
が

ら
、
心
を
込
め
て
声
を
あ
げ

歩
き
ま
し
た
。
沿
道
で
は
手

を
振
っ
て
声
を
掛
け
て
く
れ

る
女
性
や
目
が
合
っ
た
男
性

が
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
返
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
好
意

的
な
雰
囲
気
で
し
た
。

 

（
鳳
支
部　

小
倉
孝
雄
）

「
憲
法
い
か
し
、い
の
ち
ま
も
る

10
・
22
国
民
集
会
」に
参
加
し
て

元
気
を
も
ら
っ
た

コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

の
上
映
会
、
原
作
者
の
岡
野
雄

一
さ
ん
の
記
念
講
演
も「
ま
つ

り
」当
日
に
行
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
、
職
員
と

会
員
の
共
同
の
力
で
作
り
上
げ

る
新
病
院
、
そ
の
フ
ル
オ
ー
プ

ン
を
記
念
す
る
「
耳
原
総
合
病

院
エ
リ
ア
・
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま

つ
り
」
を
み
ん
な
の
力
で
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

会
員
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
思

い
の
こ
も
っ
た
壁
画
の
お
披
露

目
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
。
模

擬
店
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
演

会
や
落
語
な
ど
と
と
も
に
、
今

回
の
企
画
で
は
、
職
員
と
友
の

会
会
員
が
構
成
劇
を
上
演
し
よ

う
と
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
日
の
14
日（
土
）に

は
プ
レ
企
画
と
し
て
映
画
「
ペ

　

当
日
は
、２
期
工
事
の
目
玉
、

「
地
域
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
２
階

セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
に
、
総
合
病
院
医
療
ゾ

ー
ン
、
新
高
砂
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

新
薬
局
、
公
園
や
駐
車
場
な
ど

も
利
用
し
て
の
大
規
模
な
「
ま

つ
り
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
階
段

ホ
ー
ル
に
描
か
れ
た
、
職
員
や

　

フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
つ
り
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
（
右
記
）
に
そ
っ

て
実
行
委
員
会
を
中
心
に
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

「耳原の歌」歌詞募集
　新病院記念企画実行委員会では、５月15日「耳原総合病院エ
リア・フルオープンまつり」を開催しますが、この機会に、
「耳原の歌」を作成することになりました！　下記の応募要項
にそって、歌詞を応募ください。みなさんからの応募をお待ち
しています。

応募期間：2015年12月１日～2016年１月31日　必着
応募方法： 友の会事務局まで郵送もしくはFAXでお名前、所

属、自宅住所、連絡先を必ずご記入ください。
応募資格： 同仁会グループ役職員及び健康友の会みみはら会員
選　　考：新病院記念企画実行委員会
　　　　　＊ 採用させていただいた方には賞品をお渡しします
内　　容：コンセプト（１面本文に記載）にそぐうもの
＊ ２月上旬に採用を決定しますが、その場合、専門家による歌
詞の修正があることをご了承ください。また、作者として名
前を公表させていただきます。

２
０
１
６
年
５
月
15
日（
日
）開
催

フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
つ
り

フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
つ
り

耳
原
総
合
病
院
エ
リ
ア

耳
原
総
合
病
院
エ
リ
ア

・ 耳原病院の歴史を学び、地域と
ともに未来を切り開く
・ 大阪民医連南ブロックとともに
同仁会グループがめざす健康づ
くり・まちづくりを推進
・ 人間が大切にされる社会の実現

コンセプト


